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意見交換会実施報告書 
 

開催日時 
平成２９年１１月２１日（火） 

午後６時３０分 ～ 午後８時００分 

開催場所 美麻公民館 講堂 

出席議員 

髙橋 正（責任者）、中牧盛登（司会者、報告者） 

佐藤 浩樹（記録者、受付等）、小林 治男（報告者） 

平林 英市（報告者、受付等） 

参加者数 １８人 

報告内容 

・平成２８年度決算の概要及び事務事業評価について 

・自治会からの陳情の取扱いについて 

・昨年度の意見交換会において出された意見等に対する回答について 

内容 

（要望提

言等） 

 

市民農園について 

○発言 

市民農園に住所が置けないのはなぜか。 

★回答 

市民農園は休憩施設として位置付けられており、居住などを目的とした

施設ではないため、他の宿泊施設と同様に住所を置くことはできない。行

政では、その規制を緩和できないか県と協議しているとの事である。 

【完結】 

 

○発言 

県との協議の進捗状況は把握しているのか。 

★回答 

把握はしていない。 

【完結】 

 

○発言 

 市民農園は市民も利用できるはず。市民が使えないというのはおかしく

ないか。 

★回答 

 市民も利用できるが、居住を目的とした利用はできない。今後居住を目

的とした施設利用を検討するとの事である。 

【完結】 

 

議会における事務事業評価について 

○発言 

観光周遊バスぐるりん号の利用者は増えているか。 

冬期芸術大学事業について、始まった当初は財団からの補助金のみでス

タートしたと記憶しているが、現在もそうか。 

児童クラブ運営事業に関しては、平成 27 年度に指摘事項との記載があ

るが、どのような指摘をしたのか。 

大町病院の受付業務を直営化にする理由は聞いているか。 
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★回答 

観光周遊バスぐるりん号の利用者は増えていない。コースが大町市全域

の観光スポットを周遊しているわけではなく、南部地域のみと偏っている

ため見直しという意味で、改善のうえ継続との評価をした。 

冬期芸術大学事業の財源は手元に資料がなくお答えできない。現状の実

施方法では参加者が特定してきており、市民への浸透も十分ではないが、

芸術文化活動を担う新たな人材発掘という目的には可能性を感じ、改善の

うえ継続と評価した。 

児童クラブ運営事業の平成 27 年度に指摘した事項は、開園時間の延

長、保育士の処遇改善、人材の確保など事業の充実を求めた。 

大町病院の受付業務の直営化については、行政からは委託経費削減の

ためで、ニチイに勤めていた従業員などを大町病院で新たに雇用するこ

とでノウハウを引継ぎしながら運営したいとの説明があった。 

【完結】 

 

○発言 

大町病院で臨時職員を雇用しても、数年後には辞めてしまい長期に継続

することはできないと思う。人材は確保されるのか。 

★回答 

ニチイが雇用して現場で働いていた従業員を大町病院で雇うと同時に

大町病院でもプロパー職員を育てていくとの考えである。 

【完結】 

 

北アルプス国際芸術祭について 

○発言 

国際芸術祭は大町市にどのくらいお金を落としたのか。議会としてはど

のように考えているのか。 

★回答 

国際芸術祭についての中間報告があるので報告する。パスポートの販売

数が 25,420 枚、個別鑑賞券が 20,169 枚、再入場券が 2,606 枚。パフォー

マンス、ワークショップ等で 22,335 人。実来場者数の合計推計は 54,395

人である。来場者延べ人数は 435,965 人。パスポート等販売実績は、作品

鑑賞パスポートで 49,310,700 円と個別鑑賞券で 6,034,400 円と再入券で

519,400 円である。収支見込みは、収入約２億８千万円、支出約２億３千

万円。経済効果分析によると、長野県における観光消費総額は 7.7 億円。

そのうち市内観光消費総額は 4.7 億円。県内の経済波及効果は 10 億円と

分析結果が出され、宿泊、飲食、交通などの面では一定程度消費拡大が図

られたとの説明があった。 

国際芸術祭の評価等については、12 月定例会全員協議会において、行政

側から報告がされる予定であり、その報告を受け議会として国際芸術祭を

検証していく。様々な議論がされると思うが、市民の皆さんからも議会へ

ご意見をお寄せいただきたい。 

【完結】 

 

高校への通学について 

○発言 
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美麻からはバスや車などの乗り物を利用しないと駅には行けず、松本市

の高校には通えない。しかし現状は毎日保護者が送迎しないとならない。

通学に合わせたバスは出せないのか。また乗合タクシーのサービスは検討

できないのか。 

★回答 

市民バスには約１億円計上しているが利用者が少ない状態である。この

状況で１本増やすとなるとさらに予算は掛かるため厳しい。人口減少や高

齢者が増える状況の中、子育て支援も何らかの策を講じる必要がある。議

会としても意見は拾いあげて行政に伝えていく。 

【行政へ送付】 

 

美麻診療所について 

○発言 

診療所の医師が辞めてしまう可能性がある。診療所には子どもから高齢

者までお世話になっている。もし辞めるとなれば大変な事態となる。途切

れることがないように医師の確保をお願いしたい。 

★回答 

議会としても情報を確認し、必要あれば行政へ伝える。診療に隙間が生

じないようにしていきたい。 

【行政へ送付】 

 

公衆トイレについて 

○発言 

連合自治会で市長に陳情に行ったが、美麻の事業は進まないのではとの

印象を受けた。人口の少ない地域でも平均的なサービスを提供してほし

い。特に公衆トイレはあまりにもひどい状態である。国際芸術祭で多くの

観光客が来ても、汚いトイレは悪い宣伝となる。大町市の玄関口でもある

ぽかぽかランドのトイレや新行のテニスコートのトイレ改修に是非力を

入れてほしい。 

★回答 

行政に伝える。 

【行政へ送付】 

その他 

特記事項 

 

 

 

 


